
配本
回数

復
刻
版

巻
　
数

原
紙
名

原
紙
号
数
・
発
行
年
月

価
格
等

第１回
配本

第
１
巻

浅
間
新
聞

第
61
～
２
０
８
号
（
昭
和
７
年
１
月
～
７
月
）

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
7
5
6
6
-
2

２
０
１
３
年
12
月
刊
行

第
２
巻

あ
さ
ま
新
聞

第
１
～
２
０
９
号
（
昭
和
９
年
11
月
～
10
年
７
月
）

第
３
巻

勝
力
新
聞

い
す
ゞ
新
聞

第
１
～
１
６
６
号
（
昭
和
11
年
４
月
～
10
月
）

第
１
～
88
号
（
昭
和
16
年
５
月
～
８
月
）

第２回
配本

第
４
巻

日
向
新
聞

第
１
～
２
１
６
号
（
昭
和
13
年
１
月
～
10
月
）

本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
7
5
7
0
-
9

２
０
１
４
年
４
月
刊
行

第
５
巻

む
つ
新
聞

第
１
～
第
２
１
９
号
（
昭
和
13
年
１
月
～
10
月
）

第３回
配本

第
６
巻

出
雲
新
聞

第
２
～
１
９
４
号
（
昭
和
10
年
11
月
～
11
年
５
月
）

第
１
～
１
７
２
号
（
昭
和
11
年
６
月
～
11
月
）

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
7
9
5
0
-
9

２
０
１
６
年
10
月
刊
行

第
７
巻

は
る
な
週
報

榛
名
日
日
新
聞

榛
名
新
聞

第
１
～
14
号
（
昭
和
10
年
10
月
～
11
年
１
月
）

第
１
～
１
７
４
号
（
昭
和
11
年
２
月
～
10
月
）

第
91
～
１
９
７
号
（
昭
和
12
年
６
月
～
10
月
）

第
８
巻

い
は
て
新
聞

第
１
～
２
５
１
号
（
昭
和
11
年
２
月
～
11
月
）

第４回
配本

第
９
巻

愛
宕
新
聞

第
１
～
２
０
４
号
（
昭
和
９
年
２
月
～
10
月
）

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
7
9
5
4
-
7

２
０
１
６
年
12
月
刊
行

第
10
巻

愛
宕
新
聞

第
１
～
１
９
７
号
（
昭
和
10
年
２
月
～
10
月
）

第
11
巻

蒼
龍
新
聞

第
１
～
１
５
３
号
（
昭
和
14
年
２
月
～
10
月
）

『榛名新聞』第96号（昭和12年６月28日）

表
示
価
格
は
、
全
て
税
別

不
二
出
版

〒
１
１
３
�
０
０
２
３

　
　
　
　
東
京
都
文
京
区
向
丘
１
�
２
�
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
�
３
８
１
２
�
４
４
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
�
３
８
１
２
�
４
４
６
４

振
　
替
　
０
０
１
６
０
�
２
�
９
４
０
８
４

2016/10

不二出版

復
刻
版

戦
前
期
、
旧
日
本
海
軍
の
遠
洋
航
海
な
ど
の
際
に
、
乗
組

員
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
『
艦
内
新
聞
』
は
、
当
時
の
公

式
記
録
か
ら
は
見
え
な
い
、
軍
人
の
時
局
感
覚
や
海
軍
の

体
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
資
料
で
あ
る
。

今
回
、第
１
・
２
回
配
本
刊
行
後
新
た
に
見
つ
か
っ
た
『
艦

内
新
聞
』
を
第
３
・
４
回
配
本
と
し
て
追
加
刊
行
す
る
。

【
既
刊
】
第
１・２
回
配
本
（
第
１
～
５
巻
）

体
　
裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
２
、１
４
６
頁

揃
価
格
＝
本
体
１
２
５
、０
０
０
円
＋
税

刊
　
行
＝
２
０
１
３
年
12
月
・
２
０
１
４
年
４
月

解
　
説
＝
寺
田
近
雄

推
　
薦
＝
辻
田
文
雄
・
戸
髙
一
成

艦
内
新
聞
集
成

復
刻
版

全
11
巻

体
　裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
４
、８
５
０
頁

揃
価
格
＝
本
体
２
７
５
、０
０
０
円
＋
税

解
　説
＝
寺
田
近
雄
（
第
１
～
第
５
巻
）〔
第
１
巻
に
収
録
〕

推
　薦
＝
辻
田
文
雄
・
戸
髙
一
成

第
３
回
配
本
（
第
６
～
８
巻
）

体
　
裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
１
、５
８
０
頁

揃
価
格
＝
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

刊
　
行
＝
２
０
１
６
年
10
月

収
　
録
＝『
出
雲
新
聞
』（
昭
和
10
・
11
年
）

　
　
　
　『
榛
名
日
日
新
聞
』他（
昭
和
10
～
12
年
）

　
　
　
　『
い
は
て
新
聞
』（
昭
和
11
年
）

第
４
回
配
本
（
第
９
～
11
巻
）

体
　
裁
＝
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
１
、１
２
４
頁

揃
価
格
＝
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

刊
　
行
＝
２
０
１
６
年
12
月

収
　
録
＝『
愛
宕
新
聞
』（
昭
和
９
・
10
年
）

　
　
　
　『
蒼
龍
新
聞
』（
昭
和
14
年
）

追
加
配
本

艦
内
新
聞
集
成



　
外
界
と
の
接
点
が
少
な
い
遠
洋
航
海
に
お
い
て
『
艦
内
新
聞
』
は
乗
組

員
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報
源
で
あ
り
、
娯
楽
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　
日
刊
で
Ｂ
５
判
の
二
面
構
成
、
ガ
リ
版
刷
り
の
紙
面
は
、
時
事
ニ
ュ
ー

ス
や
寄
港
地
情
報
、
艦
内
行
事
の
案
内
な
ど
か
ら
、
漫
画
や
川
柳
、
投
稿

記
事
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
艦
内
の
乗
組
員
の
た
め
に
少
部

数
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
残
存
す
る
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。

　
今
回
の
追
加
配
本
で
は
新
た
に
「
出
雲
」、「
榛
名
」、「
磐
手
」、「
愛
宕
」、

「
蒼
龍
」
の
『
艦
内
新
聞
』
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
一
〇
年
前

後
に
お
け
る
旧
日
本
海
軍
軍
艦
の
内
情
や
、
日
本
各
地
を
は
じ
め
海
外
寄

港
地
の
様
子
な
ど
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
資
料
で
あ
る
。

『蒼龍新聞』第１号（昭和14年２月17日）『出雲新聞』第94号附録（昭和11年２月８日）

『いはて新聞』第167号（昭和11年８月27日）

『榛名日日新聞』第23号（昭和11年２月28日）

『いはて新聞』第167号（昭和11年８月27日）『いはて新聞』第167号（昭和11年８月27日）

『出雲新聞』第94号附録（昭和11年２月８日）『出雲新聞』第94号附録（昭和11年２月８日）


